
ひと・まち★きらり　

すう広報

大島
お

サザン・セト大島ロードレース
　2 月３日、第 35 回サザン・セト大島ロードレー
ス大会が周防大島町陸上競技場～国道 437 号の海
沿いのコースで開催され、10 部門に 2,222 人が
参加し、健脚を競いました。
　今年のゲストランナーは、中村優さんとＭ高史
さんで、それぞれレースに参加され、大会を盛り
上げていただきました。
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▼
投
票
で
き
る
人

　　

投
票
で
き
る
の
は
、
平
成
13
年
４
月
８

日
以
前
に
生
ま
れ
た
満
18
歳
以
上
の
日
本

国
民
で
、
選
挙
人
名
簿
登
録
基
準
日
（
３

月
28
日
）
ま
で
、
引
き
続
き
３
カ
月
以
上

周
防
大
島
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
。（
平
成
30
年
12
月
28
日
ま

で
に
転
入
の
届
出
を
さ
れ
た
人
。）

■
周
防
大
島
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
が
、
県
内
の
他
の
市
町
に
転

出
し
た
場
合

　

引
き
続
き
山
口
県
内
に
住
所
を
有
す
る

旨
の
証
明
書
を
提
示
す
れ
ば
周
防
大
島
町

で
投
票
で
き
ま
す
。

■
県
内
他
の
市
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
が
周
防
大
島
町
に
転
入
し

た
場
合

　

引
き
続
き
山
口
県
内
に
住
所
を
有
す
る

旨
の
証
明
書
を
提
示
す
れ
ば
以
前
登
録
さ

れ
て
い
た
市
町
で
投
票
で
き
ま
す
。

▼
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
・
レ

ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
の
私
用
で
、
投
票

所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

　
▼
不
在
者
投
票

　

病
院
等
に
入
院
（
入
所
）
し
て
い
る
人

は
、
入
院
（
入
所
）
先
が
指
定
施
設
で
あ

れ
ば
病
院
等
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

の
で
、
施
設
長
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
▼
郵
便
投
票

　　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
は
、
郵

便
に
よ
っ
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
戦
傷
病
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人

で
、
そ
の
傷
害
の
程
度
が
一
定
の
基
準
に

当
て
は
ま
る
人
や
介
護
保
険
法
に
規
定
す

る
要
介
護
区
分
が
「
要
介
護
５
」
の
人
に

限
り
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
早
め
に
選

挙
管
理
委
員
会
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

４
月
７
日
㈰
は
山
口
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
山
口
県
の
未
来

を
つ
く
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
あ
な
た
の
一
票
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

▼
点
字
投
票

　　

目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字
に
よ
り
投

票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
係
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
代
理
投
票

　　

投
票
は
自
分
で
書
い
て
投
票
す
る
の
が

原
則
で
す
が
、
身
体
が
不
自
由
な
ど
の
た

め
、
自
分
で
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は

代
理
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
▼
入
場
券

　　

入
場
券
は
郵
送
で
届
き
ま
す
。
投
票
日

に
は
入
場
券
に
記
載
し
て
あ
る
投
票
所
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
を
忘
れ
た
り
紛
失
し
た
り
し
た

と
き
は
、
当
日
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　
▼
投
票
用
紙

　　

投
票
用
紙
は
薄
い
黄
色
の
紙
に
青
色
の

イ
ン
ク
で
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

投
票
用
紙
の
決
め
ら
れ
た
枠
内
に
、
漢

字
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
の
ど
れ
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
か
ら
、
候
補
者
氏
名
を
正

し
く
は
っ
き
り
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
▼
開
票

◎
日
時　

４
月
７
日
㈰
午
後
８
時

◎
場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

４
月
７
日
は

山
口
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

◆問い合わせ
周防大島町選挙管理
委員会事務局
☎７４‐１０００

◆期日前投票の日時と場所
場所 期間 時間 対象地域

大島庁舎 ３月 30 日㈯～４月６日㈯の毎日   8：30 ～ 20：00 町内全域
久賀・橘庁舎
東和総合センター ４月４日㈭～４月６日㈯の毎日   8：30 ～ 18：00 町内全域

各出張所 ４月３日㈬   8：30 ～ 18：00 町内全域
前島公民館 ４月３日㈬   8：30 ～ 11：00 前島地区
笠佐老人憩の家 ４月３日㈬ 10：30 ～ 11：30 笠佐地区
情島公民館 ４月３日㈬ 11：30 ～ 14：30 情地区
畑能庄公会堂 ４月５日㈮   9：00 ～ 12：00 畑能庄地区
雨振公民館 ４月５日㈮   9：00 ～ 12：00 雨振地区
神浦公民館 ４月５日㈮ 14：00 ～ 17：00 神浦地区
伊崎公民館 ４月５日㈮ 14：00 ～ 17：00 伊崎地区
源明区民館 ４月５日㈮   9：00 ～ 12：00 源明地区
長浜集会所 ４月５日㈮   9：00 ～ 12：00 長浜地区

※浮島地区の有権者の皆さまの期日前投票は、４月５日㈮までとなります。
※情地区においては、今回の選挙から期日前投票を行います。
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投票時間：午前 7 時から午後 6 時まで
（ただし、馬ヶ原投票区は午後 5 時まで）当日の投票所一覧

◆久賀地区
投票区名 投票所名 区域（行政区名）
大崎 大崎公会堂 白石、大崎
山田 山田公会堂 山田上、山田中、山田下

宮崎 久賀福祉
センター

向町、八幡下、八幡上、仲町、洲崎、
港町 、戎町、上本町、本町

久賀中央 農業者健康
管理センター

古町、東下津原、東天満町、西天
満 町、 新 開 東、 新 開 西、 向 津 原、
東中津原、西中津原、上津原、中
瀬田、久保河内下、久保河内上、
畑能庄、丸山、流田、佐古、前島

宗光 宗光公会堂 庄地、宗光東、宗光西

椋野 椋野公民館

久保田中郷、花田道面、平原大畑、
木屋原、大元、山下浜東１区、山
下浜東２区、山下浜西１区、山下
浜西２区、西ヶ原

◆大島地区
投票区名 投票所名 区域（行政区名）

三蒲中央 蒲野農村環境
改善センター

東浜北、東浜南、中塚、西の郷、
蔵本、明神松東、明神松西、三
蒲中村、新屋敷、西田、前港、
後港、小山田北、小山田南、流東、
流西、小平

三蒲畑 畑老人憩の家 寺家、東畑、西畑

小松西 小 松 コ ミ ュ ニ
ティセンター

瀬戸、笠佐、北一西、北一中、
北一東、北二西、北二中、北二東、
南三、南二、南一、宮の下、商
船

小松東 しまとぴあ
スカイセンター

屋代中田、沖石、北石、小松中田、
手崎、明新

開作 大島町漁業協同
組合

安迫、水車、新開、砂堀、小方、
松ヶ崎、金屋、唐樋、五反田

志佐 志佐老人憩の家 郷串、浜西、浜東、上湯所、下
湯所

小田 さつき園作業所
上片山、中片山、下片山、石小田、
先小田、中小田、和田、ほのぼ
の苑

砂田
屋 代 ふ れ あ い
ディサービスセ
ンター

「延命の家」

徳神、吉井、郷の坪、吉兼、上北迫、
下北迫、東北迫、上砂田、砂田、
下砂田、川地、羽越

神領 神 領 コ ミ ュ ニ
ティセンター 神領、中、原、田中、銅

屋代畑 屋 代 山 泉 セ ン
ター

棟畑、屋代中村、奥村、石原、樫原、
自光寺

家房 家房公会堂 大東、久保、家房原、割石

出井 出井老人憩の家 川窪、中開地、天神東、明神、
追通

津海木 津海木老人憩の
家 立石、皆地

戸田 沖浦農村環境
改善センター

赤石、中浜、迎原、原定、久保庄、
下庄、坂本、西浜

横見 横見老人憩の家 森添、大歳、塩田

日見
沖 浦 ふ れ あ い
ディサービスセ
ンター

「延寿の里」
浜、塩町、奥田中、木原、里

◆東和地区
投票区名 投票所名 区域（行政区名）

伊保田 油田農村環境
改善センター

情、雨振、伊保田（３区、４区、５区、
６区、７区、８区、９区、10 区、11 区）

小伊保田 小伊保田公民館 小伊保田

油宇 油宇集会施設 油宇（13 区、14 区、15 区、16 区、
17 区、18 区、19 区）

馬ヶ原 馬ヶ原公民館 馬ヶ原

和田 和田公民館 和田（東泊、西泊、中泊、庄東、庄西、
庄里）

内入 内入公民館 内入東、内入西
小泊 小泊集会施設 小泊（東、東中、西中、天神）

和佐 和佐公民館 和佐（磯、東浜、東中浜、西浜、大西、
郷）、神浦（東、西）

森野 東和図書館
（旧森野小学校）

森（水上、鹿老渡、片上、盛浜、
走出）、平野（後園、祇園、塩屋、
内浜、江口、為栗、本平野、防河内、
鎌田）

大小積 海辺の家おつみ 小積、大積

西方 西方公民館 長崎東、長崎西、下田東、下田中、
下田西、西方

船越 船越公民館 船越東、船越中、船越西

外入 白木多目的
共同利用施設

伊崎、外入（西泊、東泊、下妙見、
上妙見、宮下、郷、西三下、東三下）

地家室 地家室別館 地家室西、地家室中、地家室郷、
地家室東

佐連 佐連会館 佐連東、佐連中、佐連西

沖家室 旧沖家室小学校 沖家室南、沖家室中、沖家室峠、
沖家室刈山、沖家室岡、沖家室鼻

◆橘地区
投票区名 投票所名 区域（行政区名）

鹿家 鹿家地区農事集会所 鹿家

安下庄東 原地区学習等
供用施設

栄、安高、橘福祉会、原、古
城

安下庄中央 橘総合センター
和戸、塩宇、西浦、真宮、正
分、おれんじヒルズ、長尾天
満、安下、立島、源明

安下庄西 橘ウインドパーク
三ツ松東、三ツ松中、三ツ松
西、川間、田中、庄南、庄北、
大泊

秋 秋老人憩の家 吉浦、江頭、下開地、西開地、
神田

日前郷 日前郷公民館 貞広、大光寺、新屋上、新屋
下

日前浜 しらとり苑
長浜、浜西、浜西中、浜中、
日良居病院、愛和苑、浜東、
日良居団地

土居 日良居出張所
土居西上、土居西下、土居西
中、土居東中、土居東上、土
居東下

油良 橘ふれあい
かんころ楽園

油良西、油良西中、油良東中、
油良東、たちばな園、油良郷

江ノ浦 浮島漁村センター 江ノ浦西、楽ノ江、江ノ浦東
※投票日：４月６日㈯

樽見 浮島地区学習等
供用施設

樽見
※投票日：４月６日㈯

　浮島地区（江ノ浦・樽見投票区）については、今回の選挙から繰上投票（投票日：４月６日㈯　午前７時から午後５時まで）
を実施します。※浮島地区の有権者の皆さまは４月７日㈰は投票できませんので、４月６日㈯までに投票をお願いします。
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重
度
の
障
害
の
あ
る
方
へ

 
特
別
障
害
者
手
当
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す

　
重
度
の
障
害
の
あ
る
方
で
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
に
特
別
な
介
護
が

必
要
な
方
は
、
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
特
別
障
害
者
手
当
な
ど
が
受

給
で
き
ま
す
。

●
特
別
障
害
者
手
当

【
対
象
】
身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神

に
重
度
の
障
害
（
※
１
）
が
あ
り
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
な

介
護
が
必
要
な
満
20
歳
以
上
の
在

宅
障
害
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

①
重
度
の
障
害
が
二
つ
以
上
あ
る

（
内
部
障
害
の
重
複
は
一
つ
の
障

害
と
し
て
扱
い
ま
す
）

②
重
度
の
障
害
が
一
つ
あ
り
、
ほ
か

の
障
害
（
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
、

療
育
手
帳
の
障
害
の
程
度
が
Ａ
、
精

神
障
害
）
が
二
つ
以
上
あ
る

③
重
度
の
障
害
が
一
つ
あ
り
、
そ
の

障
害
の
た
め
日
常
生
活
（
動
作
）
に

お
い
て
常
に
特
別
な
介
護
が
必
要

●
障
害
児
福
祉
手
当

【
対
象
】
身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神

に
重
度
の
障
害
（
※
１
）
が
あ
り
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
な

介
護
が
必
要
な
満
20
歳
未
満
の
在

宅
障
害
児
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
子
ど
も

①
重
度
の
障
害
が
一
つ
以
上
あ
る

②
知
的
障
害
（
療
育
手
帳
の
障
害
の

程
度
が
Ａ
）
と
身
体
障
害
（
身
体
障

害
者
手
帳
２
級
）
の
合
併
障
害

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

【
対
象
】
身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神

に
障
害
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
満
20
歳
未
満
の
子
ど

も
を
家
庭
で
養
育
し
て
い
る
保
護

者■
１
級
に
該
当
す
る
子
ど
も

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま

た
は
３
級
の
一
部
（
※
２
）

②
療
育
手
帳
の
障
害
の
程
度
が
Ａ

■
２
級
に
該
当
す
る
子
ど
も

①
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
ま
た
は

４
級
の
一
部
（
※
３
）

②
療
育
手
帳
の
障
害
の
程
度
が
Ｂ

（
※
１
）
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

　

級
、
知
的
障
害
者
で
Ｉ
Ｑ
（
知

　

能
指
数
）
が
お
お
む
ね
20
以
下
、

　

重
度
の
精
神
障
害

（
※
２
）
下
肢
障
害
に
お
い
て
、
両

　

足
首
か
ら
欠
く
も
の

（
※
３
）
下
肢
障
害
に
お
い
て
、
一

　

下
肢
の
機
能
の
著
し
い
障
害
以
上

手
当
に
は
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す

・
本
人
ま
た
は
配
偶
者
、
扶
養
義
務

者
の
所
得
が
一
定
以
上
あ
る
と
き

・
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い

る
と
き

・
３
カ
月
以
上
入
院
し
て
い
る
と

き
（
特
別
障
害
者
手
当
の
み
）

◎
手
当
の
認
定
に
つ
い
て
は
審
査

が
あ
り
、
該
当
に
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す

　

手
当
に
よ
っ
て
必
要
な
書
類
が

異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
福
祉

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

手当 支給額（月額）

特別障害者手当 27,200 円

障害児福祉手当 14,790 円

特別児童扶養手当
1 級   52,200 円
2 級   34,770 円

か し こ い
消 費 者

めざせ！

ご
相
談
は
…

　

柳
井
地
区
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
２
１
２
５

　

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９

【
相
談
】

　

キ
ッ
チ
ン
の
蛇
口
か
ら
水
が
漏
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
の
で
、

業
者
に
修
理
の
見
積
も
り
を
依
頼
し
た
。
来
訪
し
た
業
者
か
ら
水
漏

れ
の
状
況
を
確
認
後
「
す
ぐ
に
で
も
作
業
が
必
要
」
と
言
わ
れ
不
安

に
な
っ
た
た
め
、
料
金
が
高
い
と
思
っ
た
が
そ
の
場
で
契
約
を
し
て

し
ま
っ
た
。
冷
静
に
な
っ
て
考
え
る
と
や
は
り
修
理
代
が
高
い
よ
う

に
思
う
。
解
約
し
た
い
。

【
処
理
】

　

元
々
契
約
の
意
思
は
な
く
、
単
な
る
見
積
も
り
を
依
頼
し
て
訪
問

し
て
き
た
業
者
と
そ
の
場
で
契
約
し
た
場
合
は
、
訪
問
販
売
に
該
当

す
る
。
契
約
書
な
ど
の
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
以
内
で
あ

れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
た
め
、
解
除
通
知
の
書
き
方
や

出
し
方
に
つ
い
て
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

水
漏
れ
な
ど
の
生
活
に
影
響
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
早
く
解
決
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
、
そ
の
場
で
契
約
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
十
分
な
検
討
を
し
な
い
ま
ま
契
約
を
結
ぶ
の
は
危
険
で
す
。

日
頃
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
時
に
備
え
、
初
期
対
応
や
安
心
し
て

修
理
を
依
頼
で
き
る
業
者
に
つ
い
て
事
前
に
情
報
収
集
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

自
宅
の
水
漏
れ
修
理
な
ど
で
思
い
が
け
な
い
請
求
に
注
意
！

■
問
い
合
わ
せ　

周
防
大
島
町
商
工
観
光
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３
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国民健康保険と後期高齢者医療保険に加入の皆さまへ　こんなときは、役場に届出が必要です

　

こ
の
制
度
は
、
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
を
利
用
し
て
、
自
己
負
担

が
高
額
に
な
っ
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

平
成
29
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
７
月
31
日
の
計
算
期
間
で
、
支
給
の
対

象
と
な
る
可
能
性
の
高
い
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

世
帯
に
「
申
請
の
お
知
ら
せ
」
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
の
①
、
②
に
該
当
す
る
方
は
、
計
算
期
間
内
に
支
払
っ
た
自
己

負
担
額
の
合
計
が
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、「
申
請
の
お
知
ら
せ
」
が
届
か
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
平
成
29
年
８
月
か
ら
平
成
30
年
７
月
の
間
に
住
所
を
変
更
し
た
方

　
（
国
民
健
康
保
険
の
場
合
は
市
町
村
を
越
え
て
住
所
を
変
更
し
た
方
、
後
　

　
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
場
合
は
都
道
府
県
を
越
え
て
住
所
を
変
更
し
た
方
）

②
他
の
医
療
保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入

し
た
方

　

こ
れ
ら
に
該
当
す
る
方
は
、
支
給
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

前
住
所
地
や
以
前
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
の
窓
口
で
自
己
負
担
額
証
明
書

を
入
手
の
う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
申
請
を
し
て
も
限
度
額
を

超
え
な
い
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
被
用
者
保
険
（
職
場
の
健
康
保
険
・
共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、
ご
加
入
の
被
用
者
保
険
の
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
支
給
額
算
定
方
法

　

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
で
自
己
負
担
が
あ
り
、
高
額
療
養
費
な
ど
の

給
付
を
受
け
た
後
の
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
の
合
算
額
が
計
算
対

象
期
間
1
年
間
で
自
己
負
担
額
を
超
え
た
額
を
７
月
31
日
時
点
の
世
帯
単
位
で

支
給
し
ま
す
。（
同
一
世
帯
で
あ
っ
て
も
他
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
と

の
合
算
は
で
き
ず
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
ご
と
に
別
々
に
計
算
し
ま
す
。）

■
申
請
先　

平
成
30
年
７
月
31
日
時
点
で
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課 

医
療
保
険
班　

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
２

こんなとき
手続きに必要なもの（欄外下の※を併せてご参照ください）

国民健康保険加入者 後期高齢者医療保険加入者

他の市区町村から転入したとき 転出証明書
転出証明書・負担区分証明書等（前住
所地で申請し交付を受けた場合）

転出・転居・世帯変更するとき
世帯主や氏名等が変わったとき 保険証 保険証

修学のため別に住所を定めるとき 保険証・在学証明書

社会保険を脱退したとき 社会保険を脱退した証明書

社会保険に加入したとき 国保・社保両方の保険証

子どもが生まれたとき 保険証・母子健康手帳

加入者が死亡したとき 保険証・死亡を証明するもの 保険証・死亡を証明するもの

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書 保護廃止決定通知書

生活保護を受けるようになったとき 保険証・保護決定通知書 保険証・保護決定通知書

交通事故など第三者から傷害を受け保
険証を使用したとき 保険証・事故証明（交通事故の場合） 保険証・事故証明（交通事故の場合）

保険証を紛失したとき 本人であることを証明するもの 本人であることを証明するもの

一定の障害がある 65 歳以上 75 歳未
満の方で、医療保険の変更手続きをす
るとき

〈国保から後期に変更の場合〉
年金証書、身体障害者手帳・医師の診
断書等障害の程度を確認できる書類・
保険証

〈後期から国保に変更の場合〉
保険証

国民健康保険と後期高齢者医療保険のどちらに加入するか選択できます。

※必ず該当する方の印鑑を持参してください。
※原則として、マイナンバーの記載が必要になります。届出の際は、マイナンバーカードまたは通知カードと本人確認書類（運
　転免許証等の身分証明書）をご持参ください。代理申請の場合は、代理の方の身分を証明するものも持参してください。
　詳細につきましては、健康増進課医療保険班〈☎ 0820（73）5502〉までお問い合わせください。
※各種届出は最寄りの総合支所および出張所で手続きできます。

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

～  
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？  

～
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し
っ
ち
ょ
る
？   

や
っ
ち
ょ
る
？   

健
康
づ
く
り
！

～
「
ち
ょ
び
塩
」
で
お
い
し
く
、
運
動
・
活
動
で
元
気
に
！ 

～
72

学
校
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
「
ち
ょ
び

塩
」
活
動
《
最
優
秀
賞
を
受
賞
！
》

　

大
寒
波
が
到
来
し
た
1
月
26
日
、
27
日
。

雪
景
色
の
宇
部
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
７
回

日
本
公
衆
衛
生
看
護
学
会
学
術
集
会
」
の
活

動
報
告
部
門
で
、「
学
校
ぐ
る
み
で
取
り
組
む

ち
ょ
び
塩
活
動
」
が
“
最
優
秀
演
題
賞
”
を

受
賞
し
ま
し
た
！

　

こ
の
賞
は
、
全
国
か
ら
応
募
さ
れ
た

２
８
５
演
題
の
中
か
ら
活
動
報
告
と
し
て
5

題
が
選
抜
さ
れ
、
１
０
０
０
人
を
超
え
る
参

加
者
の
投
票
に
よ
り
、
最
も
多
い
得
票
数
を

獲
得
し
た
１
題
の
み
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
人
々
の
健
康
や
豊
か
な
生
活
を

支
援
す
る
活
動
と
し
て
、「
ち
ょ
び
塩
」
が
先

駆
的
、
効
果
的
で
優
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ

た
わ
け
で
す
。

学
校
が
大
活
躍
！

　

学
会
で
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
研
究
集
会
）

も
開
催
さ
れ
、
周
防
大
島
町
を
代
表
し
て
養

護
教
諭
の
和
田
久
美
子
先
生（
浮
島
小
学
校
）、

栄
養
教
諭
の
西
本
美
希
先
生
（
橘
給
食
セ
ン

タ
ー
）
が
登
壇
し
、「
学
校
で
の
ち
ょ
び
塩
活

動
」
を
題
材
に
、
学
校
と
地
域
が
協
力
し
合

う
た
め
の
工
夫
点
や
方
法
、
反
応
や
成
果
等

を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
子
ど
も

た
ち
の
健
康
を
守
る
た
め
の
熱
い
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、
学
校
保
健
の
枠
を
超
え
た
取
り

組
み
に
賞
賛
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

◆
学
校
給
食
で
ち
ょ
び
塩

　

給
食
献
立
表
に
食
塩
量
が
記
載
さ
れ
て
い

る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？
日
頃
か
ら
ち
ょ
び

塩
を
意
識
で
き
る
よ
う
、

栄
養
教
諭
の
先
生
方
が

工
夫
し
た
も
の
で
、
全
国

で
も
本
町
独
自
の
取
り

組
み
で
す
。
こ
の
こ
と

で
、
調
理
員
さ
ん
の
減
塩

意
識
も
高
ま
り
学
校
給

食
自
体
も
減
塩
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
発
表
頂
い
た

橘
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
の
三
年
間
で
小
学
校

で
０
・
46
ｇ
、
中
学
校
で

０
・
74
ｇ
の
減
塩
に
成
功

し
、
子
ど
も
た
ち
の
ち
ょ

び
塩
を
大
き
く
後
押
し

し
て
い
ま
す
。

◆
生
き
た
教
育
で
ち
ょ
び
塩　
　
　
　
　
　

　

平
成
29
年
度
よ
り
、
学
校
の
協
力
を
得
て

町
内
の
全
中
学
生
、
小
学
４
～
６
年
生
を
対

象
に
食
塩
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
29

年
度
の
結
果
で
は
、
小
学
生
10
・
３
ｇ
、
中

学
生
10
・
９
ｇ
と
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
食
塩

を
摂
り
過
ぎ
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
と
な
り
、

授
業
や
学
校
行
事
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち

は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭

や
地
域
に
向
け
て
多

く
の
ち
ょ
び
塩
情
報

が
発
信
さ
れ
て
い
ま

す
。
発
表
頂
い
た
浮

島
小
学
校
で
は
、
各

家
庭
の
み
そ
を
持
ち

よ
り
食
塩
量
を
測
定

し
た
り
、児
童
が
ち
ょ

び
塩
マ
ン
に
扮
し
、

ち
ょ
び
塩
の
大
切
さ

を
伝
え
る
「
ち
ょ
び
塩
劇
」
が
島
民
に
披
露

さ
れ
る
な
ど
、
学
校
が
町
の
健
康
づ
く
り
を

力
強
く
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
り
、
健

や
か
な
成
長
を
育
む
た
め
、
学
校
関
係
者
や

地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
ち
ょ

び
塩
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
、
応
援
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【橘給食センターにおける食塩相当量の推移（１食平均）】
H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度

小学校 2.45g 2.29g 2.23g 1.99g
中学校 3.28g 2.99g 2.93g 2.54g
※基準値：小学校 2.5g、中学校 3.0g

【食塩摂取目標量（１日平均）】
男子 女子

8 ～ 9 歳 5.5g 6.0g
10 ～ 11 歳 6.5g 7.0g
12 歳以上 8.0g 7.0g
出典：「日本人の食事摂取基準 2015」

●
ち
ょ
び
塩
ク
イ
ズ

　

子
ど
も
た
ち
の
お
や
つ
と
し
て
も
利
用

し
や
す
い
菓
子
パ
ン
、
調
理
パ
ン
。
食
塩

の
多
い
順
に
並
べ
替
え
て
下
さ
い
。（
答
え

は
、
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

①
ク
リ
ー
ム
パ
ン
（
１
１
０
ｇ
）

②
メ
ロ
ン
パ
ン
（
１
１
５
ｇ
）　

③
カ
レ
ー
パ
ン
（
１
２
０
ｇ
）

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
班

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
４

　

周
防
大
島
高
校
の
学
生
を

対
象
に
、
ア
ジ
の
三
枚
お
ろ

し
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
人
一
尾
ず
つ
全
員
が
さ

ば
け
る
よ
う
準
備
し
ま
し

た
。
初
め
て
魚
を
さ
ば
く
と

い
う
人
が
多
く
、
は
じ
め
は

「
気
持
ち
悪
い
」「
難
し
い
」
と
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

お
ろ
し
た
ア
ジ
は
衣
を
つ
け
て
フ
ラ
イ
に

し
、
一
緒
に
作
っ
た
タ
ル
タ
ル
ソ
ー
ス
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
残
っ
た
骨
も
油
で
じ
っ
く

り
揚
げ
て
骨
せ
ん
べ
い
に
し
、
無
駄
に
し
な

い
工
夫
を
伝
え
ま
し
た
。
自
分
達
で
一
か
ら

作
っ
た
料
理
は
お
い
し
く
感
じ
ら
れ
た
と
思

い
ま
す
。
こ
の
実
習
を
通
し
て
、
魚
料
理
を

少
し
で
も
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
と
思

い
ま
す
。

◆
周
防
大
島
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　

東
和
支
部　

竹
本　

よ
し
江
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■該当する犬　生後９１日以上の犬　
■料金（１頭あたり）
・登録済の犬　２，９５０円
　（内訳：予防注射代　２，４００円　注射済票　５５０円）

・未登録の犬　５，９５０円
　（内訳：上記料金および登録料　３，０００円）

■飼い主の住所または飼い主が変更になった場合や犬が死亡
　した場合には、届出書を生活衛生課または各総合支所・出
　張所へ提出してください。
■新しく犬を飼い始めた方、まだ登録が済んでいない犬を飼
　われている方は、注射実施までに生活衛生課または各総合
　支所・出張所で登録を行ってください。

４
月
12
日
㈮

　８：４５～　８：５５　家房停留所
　９：００～　９：１０　出井停留所
　９：１５～　９：２０　津海木消防機庫
　９：２５～　９：４０　役場沖浦出張所
　９：４５～　９：５０　横見集荷場前
　９：５５～１０：１０　日見公会堂
１０：１５～１０：２５　志佐老人憩いの家

１０：３０～１０：５５　山口大島農協集荷場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 小松 )
１１：０５～１１：１５　志駄岸神社駐車場
１１：２０～１１：３０　小松港
１１：４５～１１：５０　奥畑停留所
１１：５５～１２：００　樫原停留所
１２：０５～１２：１５　旧神領停留所
１２：２０～１２：３０　旧屋代小学校入口
１２：３５～１２：５５　大島庁舎前公園

４
月
15
日
㈪

　８：４０～　８：５０　三蒲寺家橋
　８：５５～　９：２０　役場蒲野出張所
　９：２５～　９：３０　西の郷浜老人憩いの家
　９：３５～　９：５０　役場椋野出張所

１０：００～１０：５０　農業者健康管理センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（久賀）
１２：００～１２：１５　樽見渡船待合所
１２：３０～１２：３５　江ノ浦渡船待合所

４
月
16
日
㈫

　８：５０～　８：５５　秋集荷場跡地
　９：００～　９：０５　吉浦集荷場前
　９：１０～　９：２５　庄集荷場前
　９：３０～　９：４０　三ツ松区民会館
　９：４５～１０：１０　橘庁舎
１０：１５～１０：２５　原区民会館
１０：３０～１０：４０　安高米穀店横
１０：４５～１０：５０　鹿家集荷場前
１０：５５～１１：１０　油良集荷場前
１１：２０～１１：３０　長浜集荷場跡地
１１：３５～１１：４５　しらとり苑横
１１：５０～１２：００　日前郷集荷場前
１２：０５～１２：１５　日良居庁舎

４
月
17
日
㈬

　８：５０～　８：５５　馬ヶ原集荷場跡地
　９：０５～　９：１５　油宇集会施設
　９：２０～　９：３５　役場油田出張所
　９：４０～　９：４５　小伊保田集荷場跡地
　９：５５～１０：１０　役場和田出張所
１０：１５～１０：２０　内入集荷場跡地
１０：２５～１０：３０　小泊集荷場跡地
１０：３５～１０：４０　和佐公民館
１０：５０～１１：１５　東和総合センター
１１：３０～１１：３５　佐連会館
１１：４５～１１：５０　伊崎集荷場前
１１：５５～１２：０５　役場白木出張所
１２：１０～１２：２０　船越集荷場跡地
１２：２５～１２：３５　西方旧選果場前

平成 31 年度　狂犬病予防注射日程

▼
犬
の
飼
い
主
の
方
へ

◇
犬
の
フ
ン
の
放
置
に
対
す
る
苦
情
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
散
歩
中
に
、
フ
ン
を
し
た
ら
袋
な

ど
に
入
れ
て
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

◇
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
散
歩
中

も
必
ず
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◇
飼
養
施
設
を
常
に
清
潔
に
し
て
、
周
辺
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、「
登
録
」
と
毎
年

１
回
の
「
狂
犬
病
予
防
注
射
」
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

◇
死
亡
し
た
と
き
、
ま
た
は
飼
い
主
の
住
所
や

飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
届
出
が
必
要
で

す
。

◇
迷
い
犬
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
首
輪
に
鑑
札
・

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

ペ
ッ
ト
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う　
犬
・
猫
に
関
す
る
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す

　犬の飼い主は、犬の登録（生涯１回）と、年１回
の狂犬病予防注射を受けさせることが狂犬病予防法
で義務づけられています。左記の日程で予防注射を
行いますので、必要料金および飼い主の方へお届け
する通知書をご持参のうえ受けてください（※ 通
知書内の太枠で囲っている問診欄に必ずご記入ください）。
　なお、都合により受けられない犬は、獣医師のもとで受けて
ください。また、会場によっては状況により若干予定時間に差
異が生じる場合がありますので、ご了承ください。

狂犬病予防注射と犬の登録を行います

◆問い合わせ　生活衛生課
☎０８２０（７９）１０１０

▼
猫
の
飼
い
主
の
方
へ

◇
他
人
の
家
に
フ
ン
や
尿
を
し
た
り
、
車
に
上

が
っ
て
キ
ズ
を
つ
け
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

猫
の
健
康
や
安
全
の
た
め
に
も
、
で
き
る
だ
け

屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

◇
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
、
不
妊
・
去
勢
手

術
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
迷
い
猫
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
名
札
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

◎
野
良
猫
へ
の
エ
サ
や
り
に
つ
い
て

　

無
秩
序
な
野
良
猫
へ
の
エ
サ
や
り
行
為
は
、

飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
増
や
す
だ
け
で
は
な

く
、
ノ
ミ
の
発
生
や
悪
臭
等
環
境
を
悪
化
さ
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一
時
的
な
感
情
で

野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え
る
こ
と
は
絶
対
に
や
め

て
く
だ
さ
い
。

◎町内どこの会場でも受けることができます
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
介
護
保
険
料
が
差

し
引
か
れ
て
い
る
年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
に
よ
り
納

め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

次
に
該
当
す
る
方
は
、
４
月
に
受
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
保
険
料

の
天
引
き
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

①
本
年
２
月
に
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
方

②
昨
年
10
月
２
日
ま
で
に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者
と

な
り
、
年
金
の
受
給
額
が
年
18
万
円
以
上
の
方

（
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
合
計
額
が
、
年
金

受
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
と
き
）

※
①
②
に
該
当
し
て
い
て
も
、「
国
民
年
金
」
と
「
厚
生
年
金
」

な
ど
複
数
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
、
年
金
天
引
き
と
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

年
金
か
ら
天
引
き
と
な
る
方
で
も
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
に

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
口
座
振
替
に
変
更
し
た
場
合
、
税

申
告
で
の
社
会
保
険
料
控
除
は
、
口
座
振
替
に
よ
り
支
払
っ
た
人

に
適
用
さ
れ
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
金
融
機
関
で
口
座
振
替

の
手
続
き
を
し
た
後
、
健
康
増
進
課
医
療
保
険
班
ま
た
は
各
総
合

支
所
・
出
張
所
の
窓
口
で
納
付
方
法
変
更
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。（
納
付
状
況
に
よ
り
変
更
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課 

医
療
保
険
班

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
２

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

年
金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
４
月
開
始
に
つ
い
て

○
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
は

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
1
号

被
保
険
者
（
保
険
料
納
付
免
除
者

を
除
く
）
で
あ
っ
て
、
年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
は

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
配
偶
者

や
後
継
者
な
ど
家
族
農
業
従
事
者

の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

※
農
業
者
年
金
に
加
入
さ
れ
る
方

は
国
民
年
金
の
付
加
年
金
（
付
加

保
険
料
月
額
４
０
０
円
）
の
納
付

も
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
少
子
高
齢
化
に
強
い
年
金
で

す
。
年
金
資
産
は
安
全
か
つ
効
率

的
な
運
用

　

自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ

の
運
用
益
に
よ
り
将
来
受
け
取
る

年
金
額
が
決
ま
る
「
積
立
方
式
（
確

定
拠
出
型
）」
の
年
金
で
す
。
自
分

が
必
要
と
す
る
年
金
額
の
目
標
に

向
け
て
、
保
険
料
を
自
由
に
決
め

ら
れ
（
月
額
2
万
円
～
6
万
7
千

円
）、
経
営
の
状
況
や
老
後
設
計
に

応
じ
て
い
つ
で
も
見
直
せ
ま
す
。

○
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証

付
き
で
す

　

農
業
者
老
齢
年
金
は
、
原
則
65

歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
で
も
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取

れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
農
業
者
老
齢

年
金
の
額
の
現
在
価
値
に
相
当
す

る
額
が
、
死
亡
一
時
金
と
し
て
ご

遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
税
の
特
例
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す

☆
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額

（
1
人
当
り
最
高
年
額
80
万
4
千

円
）
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

☆
保
険
料
を
農
業
者
年
金
基
金
が

運
用
し
て
得
ら
れ
る
収
益
（
運
用

益
）
は
非
課
税
で
す
。

☆
将
来
受
け
取
る
農
業
者
年
金
は

公
的
年
金
等
控
除
の
対
象
と
な

り
、
65
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
公

的
年
金
等
の
合
計
額
が
１
２
０
万

円
ま
で
は
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

○
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件

を
満
た
す
方
に
は
、
保
険
料
の
国

庫
補
助
が
あ
り
ま
す

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し

て
い
る
方
や
そ
の
方
と
家
族
経
営

協
定
を
結
ん
だ
配
偶
者
・
後
継
者

の
方
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す

方
に
は
、保
険
料
の
国
庫
補
助
（
月

額
最
高
1
万
円
）
が
あ
り
ま
す
。

加
入
時
の
年
齢
や
必
要
な
要
件
に

よ
り
、
補
助
の
金
額
や
受
け
ら
れ

る
期
間
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
国
庫
補
助
額
は
、
農
地
等
の

経
営
継
承
を
す
れ
ば
原
則
65
歳
か
ら

特
例
付
加
年
金
と
し
て
受
給
で
き
ま

す
。
農
地
等
の
経
営
継
承
の
時
期
に

つ
い
て
の
年
齢
制
限
は
な
く
、
本
人

の
体
力
な
ど
に
応
じ
て
受
給
の
時
期

を
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
詳
細
な
農
業
者
年
金
の

内
容
や
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、
最

寄
り
の
Ｊ
Ａ
か
農
業
委
員
会
ま
た

は
農
業
者
年
金
基
金
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
周
防
大
島
町
農
業
委
員
会

　
（
農
林
課
）

☎
０
８
２
０
（
７
9
）
１
０
０
２

・
独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基

　

金
（
企
画
調
整
室
）

☎
０
３
（
３
５
０
２
）
３
９
４
２

http://w
w

w
.nounen.go.jp/

・
山
口
大
島
農
業
協
同
組
合
本
所

　

ま
た
は
各
支
所

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？
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受
章
・
表
彰

◆
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
鍋
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
９

　

審
査
委
員
特
別
賞

　

周
防
大
島
鍋
奉
行
会

◆
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

　

周
防
大
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

大
島
支
部

▲１月 29 日、受賞の報告に訪れた
周防大島鍋奉行会の皆さん

　庄地古墳群は、周防大島町内の二大古墳群の一つで、古墳時代後期（7 世紀）に築造された、いずれも無
袖（むそで）の横穴式石室の古墳である。
　地形的には、久賀平野の南半分を眼下に一望でき、文殊山から派生した三本松山（263 ｍ）の中腹、標高
50 ～ 80m に立地し、7 基の古墳が発見される。このうち、現存しているのは、1 号墳・2 号墳・3 号墳・4 号墳・
7 号墳である。石質は、花崗岩を主とし、一部安山岩を使用している。

周 防 大 島 の 文 化 財 庄地古墳群（久賀）30

　昭和 53 年（1978）、当時の久賀町教育委員会から県教育庁文化課に古墳発見の報告と調査依頼があり、
文化課調査員２名（戸成嵩和と私）が派遣された。その際、この古墳を 4 号墳と命名して発掘調査を行った。
同時に庄地古墳群の実態調査をして、調書を作成し、第 4 号墳の発掘調査結果の遺構及び遺物の実測図と共
に、久賀町教育委員会へ報告した。現在、古墳からの出土物は久賀歴史民俗資料館１階に保管・展示してある。

《周防大島町文化財保護審議会会長　尾野榮明》

▲表彰された周防大島町老人クラ
ブ連合会 大島支部の皆さん
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２
月
20
日
、「
が
ん
ば
っ
ち
ょ
る
け
ー
！
周
防
大
島
・

女
子
旅
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
貫
と
し
て
、「
Ｃ 

ｔ

ｏ 

Ｓ
ｅ
ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
※
」
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
任
命

さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｔ
Ｕ
48
の
石
田
千
穂
さ
ん
と
石
田
み
な
み

さ
ん
が
椎
木
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｔ
Ｕ
48
の
お
二
人
は
、「
周
防
大
島
の
魅
力
を
た
く

さ
ん
伝
え
て
い
き
た
い
」「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
発
信
し
て
、

た
く
さ
ん
の
方
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
協
力
で
き
た

ら
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
が
ん
ば
っ
ち
ょ
る
け
ー
！
周
防
大
島
・
女
子
旅
Ｐ
Ｒ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
、
大
島
大
橋
損
傷
事
故
に
よ
り
生

活
・
観
光
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
周
防
大
島
町
を
、様
々

な
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
そ
の
魅
力
を
発
信
し
、
誘
客
を
促

進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
復
興
を
支
援
す
る
取
組
で
、
Ｓ
Ｔ

Ｕ
48 
の
「
旅
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー

が
島
内
を
見
て
ま
わ
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
配
信
番
組
で
紹

介
さ
れ
ま
す
。

ＳＴＵ 48 が表敬訪問

　

２
月
18
日
、
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
２
分
の
１
成
人
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
10
歳
の
節
目
を
迎
え
た
町
内
の
小
学
４
年
生
を
対
象
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち

は
、
将
来
の
夢
や
こ
れ
か
ら
の
目
標

に
つ
い
て
一
人
一
人
が
発
表
し
、
そ

の
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組
む

こ
と
や
努
力
す
る
こ
と
な
ど
も
力
強

く
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
私
の
ふ
る
さ
と
」
と
題

し
て
、
宮
本
常
一
記
念
館
の
髙
木
泰

伸
学
芸
員
が
講
演
を
行
い
、
周
防
大

島
出
身
の
著
名
人
の
ふ
る
さ
と
周
防

大
島
へ
抱
い
て
い
た
想
い
な
ど
に
つ

い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

２分の１成人式

※「C to Sea ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」
　子どもや若者をはじめとして、より多くの人に海や船
の楽しさを知ってもらうため、マリンレジャー体験等の
海に触れる機会の増加や効果的な情報発信等を推進する
官民一体の取組です。

▲椎木町長と記念品の交換を行ったＳＴＵ 48 の
石田千穂さん㊧と石田みなみさん㊥

　

２
月
10
日
、
島
ス
ク
エ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
９
が
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

島
ス
ク
エ
ア
は
、
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

が
主
催
し
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
起
業
家
の

育
成
を
通
し
て
、
地
域
活
性
化
を
目
指
す
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
日
は
、
事
業
報
告
、

修
了
生
の
事
業
プ
ラ
ン
の
発
表
、
実
験
販
売
や

「
人
口
増
が
続
く
東
川
町
の
取
り
組
み
」
と
題

し
、
北
海
道
東
川
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

基
調
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
海
と
大
地
の
共
創
～
人
口
増
に
つ
な
ぐ
地
域
資
源
の
活
用
と
起
業
～
」

と
題
し
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
子
育
て
の
面
や
教
育
の
面
、

起
業
家
か
ら
の
視
点
な
ど
か
ら
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲パネルディスカッションの様子

島
ス
ク
エ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

▶
そ
れ
ぞ
れ
の
将
来
の
夢
や
目

標
を
力
強
く
発
表
さ
れ
ま
し
た
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【Ｐ６ちょび塩クイズ答え：③ 1.2g　① 1.0g　② 0.6g】　大きさや具材によっても
変わります。手軽ですが食べ過ぎると食塩、エネルギーともオーバーに !?

　

こ
ん
に
ち
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
観

光
協
会
）
の
新
井
で
す
。
新
年
を
迎
え
て

早
３
カ
月
。
着
任
し
て
も
う
す
ぐ
丸
一
年

の
節
目
を
目
前
に
、
時
の
早
さ
を
実
感
し

て
お
り
ま
す
。

　

新
た
な
生
活
が
こ
こ
周
防
大
島
で
始
ま

り
、多
く
の
町
民
の
方
々
に
〝
け
ん
玉
の
人
〟

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
つ
い
て
き
て
い
る
こ

と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
昨
年
は
東
和
町

放
課
後
先
生
で
の
け
ん
玉
体
験
、
明
新
小

学
校
で
も
同
様
の
会
を
実
施
さ
せ
て
頂
き
、

ま
た
今
月
24
日
に
も
沖
浦
小
学
校
に
て
け

ん
玉
体
験
を
行
う
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

け
ん
玉
の
普
及
活
動
に
関
し
て
の
こ
と
な

ら
、
ぜ
ひ
新
井
ま
で
お
気
軽
に
お
声
掛
け

く
だ
さ
い
。
喜
ん
で
伺
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

さ
て
、
来
月
４
月
21
日
に
サ
イ
ク
ル
イ

ベ
ン
ト
「
シ
マ
ク
ル 
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
試
走

会
」
を
観
光
協
会
と
サ
イ
ク
ル
ア
イ
ラ
ン

ド
協
議
会
を
中
心
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
周
防
大
島
の

魅
力
を
も
っ
と
多
く
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
や
、
し
ま
な
み
海
道
を

起
点
と
す
る
瀬
戸
内
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
の
新

ル
ー
ト
（
尾
道
～
今
治
～
松
山
・
道
後
～

周
防
大
島
～
岩
国
～
宮
島
～
広
島
）
を
、

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
方
々
に
周
知
す
る
た
め

に
行
う
も
の
と
な
り
ま
す
。
道
の
駅
サ
ザ

ン
セ
ト
と
う
わ
を
メ
イ
ン
会
場
に
し
て
ク

ル
っ
と
大
島
を
一
周
す
る
ロ
ン
グ
コ
ー
ス

と
、
島
の
東
側
を
ク
ル
っ
と
周
る
シ
ョ
ー

ト
コ
ー
ス
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

周
防
大
島
の
魅
力
が
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の

目
を
通
し
て
全
国
に
広
が
る
イ
ベ
ン
ト
に

な
る
よ
う
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

周防大島町観光協会
☎０８２０（７２）２１３４

▲サイクリストに人気の五条の桜

５

しましまタイムス

ＳＨＩＭＡＳＨＩＭＡ　ＴＩＭＥＳ

地域おこし協力隊員　 新井謙太朗の

制限債権（損害額）の裁判所への届出が始まりました
　昨年 10 月 22 日未明に発生した外国船籍貨物船
による大島大橋への衝突事故について、事故を起こ
した船会社は、広島地方裁判所へ船主責任制限法に
よる責任制限手続開始の申立てを行い、裁判所は 2
月 15 日付けで責任制限手続の開始を決定しました。
　これにより、手続きに参加するには損害を受けた
住民の皆さまや事業者の方は、裁判所が定めた「参
加届出書」に必要事項を記載し、領収書等の証拠書
類の写しを添付して、届出期間内に広島地方裁判所
に提出する必要があります。
　届出された債権は、裁判所が選任した管理人によ
り内容の調査が行われます。
　裁判所への届出に必要な書類は、各戸配布でお配
りするほか、各総合支所・出張所で配布するととも
に、町のホームページからダウンロードできます。
　また、損害の届出に関し、提出書類の作成の相談
や作成した提出書類の確認を希望される方は、領収
書・印鑑等をご持参の上、総合支所窓口までお越し
ください。

※損害の届出に関し、領収書等の証拠書類の写し（コ
ピー）が必要な方は、各総合支所・出張所でコピー（無
料）が行えます。

◆責任制限手続開始決定　
　２月１５日午後５時
◆制限債権の届出期間
　６月１４日まで
◆裁判所の定める責任限度額
　２４億５，５０１万９，２４４円
○電話相談窓口・連絡先
　総務課　０８２０（７４）１０００
　周防大島町商工会・本所
　　　　　０８２０（７９）０３００
○書類の作成相談窓口・連絡先
　大島総合支所　０８２０（７４）１００１
　久賀総合支所　０８２０（７９）１０００
　橘総合支所　　０８２０（７７）５５００
　東和総合支所　０８２０（７８）１１１０
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福
祉
課
臨
時
職
員
募
集

■
募
集
人
員

　

事
務
職
員　

３
名

■
勤
務
場
所

　

た
ち
ば
な
ケ
ア
プ
ラ
ザ

■
勤
務
内
容

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
に

関
す
る
業
務
（
窓
口
で
の
受
付
、

簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
、
そ
の
他

事
務
補
助
等
）

■
勤
務
条
件
等

・
勤
務
日　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
原

則
と
し
て
土
、
日
、
祝
日
は
休
み
）

・
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

・
賃
金　

町
の
規
定
に
よ
る

※
勤
務
日
、
勤
務
時
間
に
つ
い
て

は
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
採
用
期
間

　

４
月
中
旬
～
平
成
32
年
３
月
末

■
申
し
込
み
方
法

　

３
月
28
日
㈭
必
着
で
履
歴
書
を

郵
送
ま
た
は
直
接
お
届
け
く
だ
さ

い
。

■
面
接
等

　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
８
０
６

　

周
防
大
島
町
西
安
下
庄

　

３
９
２
０
‐
21

　

周
防
大
島
町
役
場
福
祉
課

　

民
生
福
祉
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

橘
公
民
館
臨
時
職
員
募
集

■
募
集
人
員

　

１
名

■
勤
務
場
所

　

橘
公
民
館
（
橘
総
合
セ
ン
タ
ー

内
）

■
勤
務
内
容
等　

　

電
話
等
の
対
応
や
貸
館
受
付
業

務
（
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
等
）

■
勤
務
条
件
等

・
勤
務
日　

週
２
～
３
日
程
度

・
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

・
賃
金　

町
の
規
定
に
よ
る

■
採
用
期
間

　

４
月
１
日
～
９
月
30
日
（
更
新

の
場
合
あ
り　

開
始
日
も
応
相
談
）

■
申
込
み
方
法

　

３
月
25
日
㈪
必
着
で
履
歴
書
を

郵
送
ま
た
は
直
接
お
届
け
く
だ
さ

い
。

■
面
接
等

　

別
途
通
知
し
ま
す

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２-

２
８
０
６

　

周
防
大
島
町
西
安
下
庄

　

４
４
５
‐
２

　

橘
公
民
館

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
０
１
０
０

自
衛
官
一
般
曹
候
補
生
募
集

■
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者
（
32

歳
の
者
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日

現
在
、
33
歳
に
達
し
て
い
な
い
者
）

■
受
付
期
間

　

３
月
１
日
～
５
月
15
日

■
試
験
日

　

１
次
・
５
月
25
日
㈯

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部

　

柳
井
地
域
事
務
所

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
８
１
９
９

「
表
示
登
記
の
日
」

無
料
登
記
相
談
会

　

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で

は
表
示
登
記
の
日
に
土
地
建
物
の

表
示
登
記
に
関
す
る
無
料
相
談
会

を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

３
月
31
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

募
集

■
会
場

　

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

　
（
柳
井
市
柳
井
３
７
１
８
）

■
相
談
内
容

・
土
地　

分
筆
・
合
筆
、
地
目
変
更
、

土
地
の
面
積
等
の
更
正
、
土
地
の

境
界
に
つ
い
て

・
建
物　

新
築
・
増
築
、
取
り
壊
し
・

分
割
・
区
分
な
ど

■
相
談
員

　

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
会
員

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

☎
０
８
３
（
９
２
２
）
５
９
７
５

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
電
話

相
談
会
（
多
重
債
務
・
相
続

登
記
・
空
き
家
・
養
育
費
問
題
）

■
日
時

　

４
月
６
日
㈯

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
相
談
受
付
電
話
番
号

☎
０
１
２
０
‐
０
０
３
‐
８
２
１

■
内
容　
　

 

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ

等
の
多
重
債
務
問
題
、
相
続
登
記

等
の
相
続
問
題
、
空
き
家
を
相
続

し
た
が
そ
の
管
理
処
分
に
困
っ
て

い
る
、
近
所
に
管
理
さ
れ
て
い
な

い
空
き
家
が
あ
り
雑
草
や
悪
臭
等

で
生
活
環
境
に
悪
影
響
が
出
て
い

る
、
ま
た
養
育
費
問
題
等
で
お
困

お知らせ３月

相
談

※
広
報
２
月
号
に
掲
載
し
た
「
受
験

資
格
」「
受
付
期
間
」「
試
験
日
」
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
た
内

容
を
掲
載
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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り
の
方
に
、
手
続
の
ご
説
明
や
お

近
く
の
司
法
書
士
事
務
所
の
紹
介

な
ど
問
題
解
決
に
向
け
て
の
ご
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

午
前
中
は
ご
相
談
が
多
い
た

め
、
回
線
が
繋
が
り
に
く
い
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
本
相
談
会
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　

相
談
会
担
当
（
明
石
）

☎
０
８
３
（
２
２
７
）
３
２
９
７

あ
な
た
の
資
産
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
自

己
の
土
地
や
家
屋
と
、
他
の
土
地

や
家
屋
の
評
価
額
を
比
較
し
、
適

正
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
制
度
で
す
。

■
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
㈪
～
５
月
31
日
㈮　

（
た
だ
し
、
土
・
日
、
祝
日
は
除
く
）

■
縦
覧
で
き
る
も
の
（
固
定
資
産

課
税
台
帳
に
か
わ
る
も
の
）

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、

地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格
）

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、

家
屋
番
号
、種
類
、構
造
、床
面
積
、

価
格
）

※
縦
覧
台
帳
は
旧
町
単
位
で
作
成

し
て
い
ま
す
の
で
、
所
在
を
確
認

の
う
え
、
該
当
の
各
総
合
支
所
ま

た
は
税
務
課
で
縦
覧
し
て
く
だ
さ

い
。

■
縦
覧
で
き
る
人
、
縦
覧
に
必
要

な
も
の

①
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い

る
土
地
・
家
屋
を
所
有
し
て
い
る

お知らせ３月

人
。（
た
だ
し
、
土
地
（
家
屋
）
の

み
を
所
有
し
て
い
る
者
は
、
家
屋

（
土
地
）
の
縦
覧
が
で
き
ま
せ
ん
）

・
必
要
な
も
の　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
書
等
）

※
納
税
者
と
同
居
の
親
族
も
同
様

に
取
り
扱
い
ま
す
。

②
納
税
者
本
人
か
ら
委
任
を
受
け

た
方

・
必
要
な
も
の　

委
任
状
（
ま
た

は
納
税
通
知
書
等
）

■
縦
覧
料

　

無
料

■
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
場
所　

　

各
総
合
支
所
ま
た
は
税
務
課

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課 

課
税
第
２
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
？

　

不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
の
登

記
名
義
人
（
所
有
者
）
が
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
と
き
は
、
不
動
産

の
所
在
地
を
管
轄
す
る
法
務
局
に

相
続
登
記
（
名
義
変
更
）
の
申
請

が
必
要
で
す
！

　

相
続
登
記
を
し
な
い
ま
ま
だ

と
、「
相
続
」
が
「
争
続
」
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
・
・
・
。

お
知
ら
せ

　人権相談所では、差別、いじめ、嫌がらせ等、
人権に関する問題の相談を受けています。

【常設人権相談所】
　法務局では毎日（休日を除く）人権相談に応じ
ています。
　山口地方法務局岩国支局（岩国市錦見一丁目 16
‐35）
☎０８２７（４３）１１２５
　　〈午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分〉

【特設人権相談所】
　町内で毎月１回１会場（午前 9 時 30 分～正午）
にて、地域の人権擁護委員による特設人権相談所
が開催されています。
※悪天候により警報等が発令された場合は中止に
なることがあります。

－ 平成３１年度計画 －
　○久賀総合センター
　　　4 月 3 日㈬、 8 月 7 日㈬、12 月 4 日㈬
　○大島庁舎
　　　5 月８日㈬、 9 月 4 日㈬、 1 月 9 日㈭　
　○橘総合センター
　　　6 月 5 日㈬、10 月 2 日㈬、 2 月 5 日㈬
　○東和総合センター
　　　7 月 3 日㈬、11 月 6 日㈬、 3 月 5 日㈭

人権擁護委員の就任について
　平成 31 年１月１日付けで、清木由美子さん（久賀）、
村田雅典さん（小松開作）が法務大臣から人権擁護
委員に委嘱されました。
　人権擁護委員は、地域の皆さんが人権について
感心をもってもらえるように啓発活動を行ったり、
法務局の人権相談所や役場や公民館など公共施設
において、地域の皆さんから人権相談を受けるな
どの活動を行っています。

◆問い合わせ　福祉課　☎０８２０（７７）５５０５

  人権相談所を開設します  

　

相
続
登
記
を
す
る
こ
と
は
、
自

分
の
権
利
を
大
切
に
す
る
と
と
も

に
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
も
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
法
務
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://houm
ukyoku.m

oj.
go.jp

）

※
登
記
相
談
は
、
予
約
制
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
地
方
法
務
局
柳
井
出
張
所

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
１
１
９
８



14広報すおう大島 平成 31 年 ( 2019 年 )3 月号

お知らせ３月

就
学
援
助
費
・
就
学
奨
励
費

交
付
申
請

■
対
象

・
就
学
援
助
費

　

町
内
小
中
学
校
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
で
、
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
就
学
援
助
を
希
望
さ
れ
る
人

・
就
学
奨
励
費

　

特
別
支
援
学
級
へ
就
学
し
て
い
る

町
内
小
中
学
校
児
童
・
生
徒
の
保
護

者
で
就
学
援
助
を
希
望
さ
れ
る
人

※
た
だ
し
、
認
定
条
件
が
あ
り
ま

す
の
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

■
交
付
内
容　

　

学
用
品
費
・
修
学
旅
行
費
・
学

校
給
食
費
な
ど

■
申
請
期
限　

　

４
月
19
日
㈮

（
年
度
の
途
中
で
も
申
請
の
受
付

を
行
い
ま
す
が
、
認
定
と
な
っ
た

場
合
は
提
出
し
た
日
か
ら
援
助
対

象
と
な
り
ま
す
）

■
申
請
方
法　

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま
た

は
、
各
公
民
館
に
所
定
の
様
式
に

よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
継
続
を
希
望
さ
れ
る
人
も
、
改
め

て
申
請
が
必
要
で
す
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
生
計
を
同
一
に
す
る
世

帯
全
員
の
平
成
30
年
度
課
税
証
明

書
（
た
だ
し
、
平
成
30
年
１
月
１

日
現
在
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る

方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）・
児
童
扶

養
手
当
証
書
の
写
し
（
該
当
者
は

必
ず
添
付
）・
振
込
先
口
座

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
２
０
４

平
成
31
年
度
前
期

危
険
物
取
扱
者
試
験
案
内

■
資
格
の
内
容

　

消
防
法
で
は
、
一
定
量
以
上
の

危
険
物
（
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
等
）

を
取
り
扱
う
施
設
に
は
、「
危
険
物

取
扱
者
」
を
置
い
て
取
り
扱
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
試
験
の
種
類
・
実
施
日
・
場
所

・
種
類

　

危
険
物
取
扱
者
試
験
（
甲
種
・

乙
種
・
丙
種
）

・
実
施
日　

　

６
月
22
日
㈯
、
23
日
㈰

・
場
所　

　

県
内
各
市
（
各
市
に
よ
り
実
施

日
が
異
な
り
ま
す
）

■
受
験
資
格

　

甲
種
以
外
は
誰
で
も
受
験
で
き

ま
す
。

■
受
験
申
請
の
手
続
き

　

受
験
申
請
の
手
続
き
方
法
は
、

書
面
申
請
と
電
子
申
請
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
）
が
あ
り
ま
す
。

　

書
面
申
請
は
最
寄
り
の
消
防
機

関
に
置
い
て
あ
る
受
験
願
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
期
限
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
子
申
請
の
詳
細
は
（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.shoubo-shiken.or.jp

■
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　

４
月
８
日
㈪
～
４
月
22
日
㈪

・
電
子
申
請

　

４
月
５
日
㈮
～
４
月
19
日
㈮

■
試
験
準
備
講
習
会

　

乙
種
第
4
類
受
験
者
を
対
象
と

し
た
試
験
準
備
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

・
日
時　

　

５
月
23
日
㈭
・
24
日
㈮
の
２
日

間
（
両
日
と
も
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
）

・
場
所

　

中
国
電
力
㈱
柳
井
発
電
所
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
（
柳
井
市
宮
本
塩
浜

１
５
７
８
‐
８
）

・
定
員　

30
名

・
受
講
料　

　

周
東
地
区
危
険
物
安
全
協
会
会

員　

５
５
０
０
円

　

非
会
員　

８
５
０
０
円

　

申
し
込
み
は
、
最
寄
り
の
消
防

署
（
所
）
に
置
い
て
あ
る
受
講
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
願

書
受
付
期
間
内
に
消
防
署
（
所
）

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
受
講
料

は
講
習
会
当
日
に
徴
収
し
ま
す
）

■
そ
の
他

　

柳
井
市
に
お
い
て
は
、
６
月
22

日
㈯
に
「
乙
種
第
４
類
」
の
試
験

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

集
合
時
間　

午
前
９
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ

　

柳
井
地
区
広
域
消
防
本
部
予
防
課

☎
０
８
２
０
（
２
３
）
７
７
７
４

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
春
コ
ー
ス
～

●
タ
ケ
ノ
コ
缶
詰
づ
く
り

・
日
時

　

4
月
19
日
㈮

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時　

・
場
所

　

大
島
地
区
農
産
物
加
工
セ
ン

催
し

タ
ー
（
小
松
）

・
体
験
料　

１
５
０
０
円　
　
　

・
受
入
人
数　

10
人

・
募
集
締
め
切
り　

4
月
9
日
㈫

※
昼
食
あ
り

●
い
ち
ご
大
福
づ
く
り

・
日
時

　

4
月
28
日
㈰

　

午
後
１
時
～
4
時

・
場
所

　

大
島
地
区　

実
施
者
宅

・
体
験
料　

１
５
０
０
円　
　
　

・
受
入
人
数　

5
～
6
人

・
募
集
締
め
切
り　

4
月
17
日
㈬

○
各
コ
ー
ス
と
も
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
数
の
場
合
は
開
催
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２
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お知らせ３月

　

４
月
は
タ
ケ
ノ
コ
の
収
穫
の
季
節
で
す
。
タ
ケ
ノ

コ
を
掘
っ
て
、
出
荷
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

発
生
し
た
タ
ケ
ノ
コ
を
放
置
す
る
と
、
竹
林
は
拡

大
し
、
隣
接
地
や
農
地
な
ど
に
侵
入
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
駆
除
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
タ
ケ
ノ
コ
を
掘
っ
て
出
荷
す
れ
ば
、
竹
林
の

拡
大
防
止
と
収
入
の
一
挙
両
得
で
す
！

　

タ
ケ
ノ
コ
の
掘
り
取
り
に
は
唐
鍬
を
使
い
ま
す
。

タ
ケ
ノ
コ
の
腹
面
か
ら
鍬
で
掘
り
、
地
下
茎
の
接
合

部
の
や
や
上
か
ら
切
断
し
ま
す
。
鍬
傷
を
つ
け
る
と
、

タ
ケ
ノ
コ
の
商
品
価
値
が
極
端
に
落
ち
る
の
で
、
傷

を
つ
け
な
い
よ
う
に
掘
り
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

掘
り
と
っ
た
タ
ケ
ノ
コ
は
、
日
光
に
当
て
な
い
よ
う

に
し
、
で
き
る
だ
け
早
く
選
別
を
行
い
出
荷
し
ま
す
。

　

集
荷
は
、
４
月
に
入
っ
て
か
ら
週
３
回
程
度
、
Ｊ

Ａ
山
口
大
島
の
各
支
所
ま
た
は
、
ふ
れ
あ
い
店
舗
に

て
荷
受
け
さ
れ
る
予
定
で
す
。
出
荷
に
あ
た
っ
て
は
、

事
前
の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
最
寄
り
の
Ｊ

Ａ
山
口
大
島
の
各
支
所
ま
た
は
、
ふ
れ
あ
い
店
舗
に

行
け
ば
、
ど
な
た
で
も
登
録
し
て
出
荷
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
タ
ケ
ノ
コ
の
出
荷
規
格
等
に
つ
い
て
は
、

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

Ｊ
Ａ
山
口
大
島
販
売
指
導
部

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
０
９
７
０

　

柳
井
（
岩
国
）
農
林
水
産
事
務
所
森
林
部

☎
０
８
２
７
（
２
９
）
１
５
６
５

タ
ケ
ノ
コ
を

出
荷
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

■対象者　次のいずれかに該当する方
　・将来周防大島で農業を営むことを希望する方　
　・援農作業を希望する方

周防大島で農業を始めませんか

周防大島みかんいきいき営農塾
◆募集人員　40 名程度　◆参加費　８, ０００円
◆受講期間　平成 31 年５月～平成 32 年４月
　　　　　　毎月１回、第１火曜日予定
◆会場　大島柑きつ振興センター他
◆研修内容　みかん栽培、流通の仕組み等

ＪＡ生き活き帰農塾
◆募集人員　30 名程度　◆参加費　８, ０００円
◆受講期間　平成 31 年５月～平成 32 年４月
　　　　　　毎月１回、第３水曜日予定
◆会場　ＪＡ山口大島久賀支所他
◆研修内容等　農業初心者向けに野菜・落葉果樹
　　　　　　　等幅広い作物の栽培基礎等

受 講 生 募 集

■申し込み・問い合わせ　周防大島担い手支援センター　☎０８２０（７９）１００７

■応募期限　４月 12 日㈮　
　　　　　　　※応募多数の場合は選考

♪対象路線　防長交通㈱が運行する一般乗合路線（※高速バス、
　　　　　　スーパーはぎ号、岩国市由宇町内の路線バスは除き
　　　　　　ます。）
♪対象者　小学生以下の児童・幼児
♪利用例　平野から徳山まで行く場合
　　　　　・周防平野～大畠駅前　５０円
　　　　　・大畠駅前～柳井駅前　５０円
　　　　　・柳井駅前～徳山駅前　５０円　合計１５０円で到着
♪問い合わせ　防長交通㈱平生営業所　☎０８２０（５６）５１００

はるやすみ   こども 50 円バス
キャンペーンを実施します

  ３月２１日㈷～４月７日㈰
♪運賃額
　全区間一律で１乗車につき５０円
現金でお支払いの場合のみ対象となります。
他の割引との併用や、バスカードでのお支
払いはできません。 〕〔
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お知らせ３月

◆問い合わせ　
周防大島幹部交番    ☎０８２０（７２）０１１０　柳井警察署　☎０８２０（２３）０１１０

や な い 警 察

署

だ

よ

り

進学・進級時における少年の非行・犯罪被害防止

　進学・進級時期は、生活環境や交友関係の変化に伴い、深夜はいかい等の不良行為や、万引き
等の非行が増加することが危惧されます。
　非行を未然に防止するためには、何気ない子供のサインに注意することが必要です。
　例えば、
　◯身なりが派手になる
　◯言葉遣いや態度が乱暴になる
などがあり、これらサインに気付いた際は、その都度注意や助言をすることが大切です。
　また、進学・進級を機にスマートフォン等を持たせる場合は、
　◯インターネット上には、有害情報が氾濫していること
　◯ＳＮＳを通じて、子供が犯罪の被害者や加害者となる事案が多発していること
など、インターネットに潜む危険性を、親子で十分に理解しておく必要があります。
　子供を守るため、スマートフォン等にはフィルタリングを必ず設定するとともに、家庭で利用
に関するルールを決め、インターネットを安全に利用するようにしましょう。

　周防大島町体験交流型観光推進協議会では、民
泊受入家庭を募集しています。過度なおもてなし
等は、一切必要ありません。民泊を進めることで、
地域の活性化や、現代の子ども達の健全育成に繋
がればと考えております。生徒と受入家庭の心の
交流をしてみたいという皆さん、民泊を始めてみ
ませんか。
　現在、100 軒以上の方に会員としてご協力を
いただいておりますが、来年度は、前期（５～８
月）に１７校（約 2,000 名）、後期（９～１１月）
に９校（約 1,200 名）の受入れを予定しており、
受入れが連続する時期や大人数の学校を受け入れ
る際に受入家庭が不足している状況です。
　少しでも興味のある方は、お気軽にお問い合わ
せください。

※実際に受入れを行う際には、事前に説明会・研
修会などを行います。
◆問い合わせ　商工観光課 体験交流推進班
　　　　　　　☎０８２０（７９）１００３

　　民泊受入家庭を募集しています！～体験が子ども達を変える！～
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お知らせ３月

　 　

皆
さ
ん
は
「
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
」
と
聞
く
と
、

ど
の
よ
う
な
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
か
。
生
活

ス
タ
イ
ル
や
生
活
習
慣
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り

ま
す
が
、
高
齢
に
な
り
、
医
療
や
介
護
が
必
要
な

状
態
に
な
っ
て
も
、
で
き
る
だ
け
自
分
ら
し
い
暮

ら
し
を
続
け
ら
れ
る
こ
と
は
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
家
族
で
も
、
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
と
、
生

活
状
況
が
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

自
分
は
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
き
た
い
か
、
普

段
か
ら
話
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ど
ん
な
に
健
康
な
人
で
も
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し

た
り
、
年
齢
と
と
も
に
身
体
の
機
能
が
落
ち
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
在
宅
医
療
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、

住
民
の
皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
い
暮

ら
し
を
続
け
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が

必
要
か
、
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

今
年
１
月
に
は
、
家
で
も
病
院
で
も
適
切
な
医

療
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
病
院
と
診
療

所
の
連
携
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
こ
と
を
目
標

に
、
関
係
者
向
け
の
研
修
会
を
開
催
し
、
診
療
所

の
医
師
の
活
動
や
、
看
取
り
の
事
例
紹
介
を
通

し
、
患
者
さ
ん
の
生
活
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

医
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
自
分
が
過

ご
し
た
い
場
所
を
選
択
で
き
、
そ
こ
で
自
分
ら
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
、
そ
の
よ
う
な
環
境
づ

く
り
に
関
係
者
と
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
で
す
。

　
「
病
院
に
通
え
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」、

「
一
人
暮
ら
し
で
先
々
が
心
配
」
な
ど
、
不
安
を

抱
え
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の

総
合
相
談
窓
口
で
す
。
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め
に

周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　
　
　

松
本
可
奈
子

■
問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
６

　現在、屋代ダム
公園すぐそばにあ
る「フィッシングビ
レッジやしろ郷」は
休館していますが、
当施設を運営したい
方を募集します。
　また、施設運営に関して様々なアイデア、提言等
をお持ちの方は下記まで連絡をお願いします。

◆問い合わせ　商工観光課 公共施設管理班
　　　　　　　☎０８２０（７９）１００３

釣り堀
「フィッシングビレッジやしろ郷」の

施設を活用してみませんか

▲研修会の様子（講師：しまかぜ
在宅支援診療所　川口寛院長）

竜崎温泉温水プール指導日
（３月 21 日～４月 20 日）

実施日

４月
 2 日㈫、5 日㈮、11 日㈭、12 日㈮、

 16 日㈫、18 日㈭、19 日㈮

※ 65 歳以上の方の介護予防や健康づくりを目的と
　した水中運動の指導を行っています。
　指導時間は午前 10 時～午後３時 30 分です。
　実施日等は事情により変更することがあります。

◆問い合わせ　介護保険課 地域包括支援センター  
　　　　　　　☎０８２０（７３）５５０６
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イベント・健康相談カレンダー

相談内容 実施日 時間

骨髄バンク登録検査 10 日㈬ ９：00 ～ 10：00

Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 10 日㈬ 10：00 ～ 10：30

風しん抗体検査 10 日㈬ 10：30 ～ 11：00

相談内容 実施日 時間

ＨＩＶ抗体検査 10 日㈬ 14：00 ～ 16：00

心の健康相談 16 日㈫ 13：00 ～ 14：00

思春期・ストレス相談 26 日㈮ 10：00 ～ 15：00

《 ４ 月 の 柳 井 健 康 福 祉 セ ン タ ー 定 例 保 健 事 業 》

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。　◆問い合わせ　柳井健康福祉センター☎０８２０（２２）３６３１

3 月

21 日㈭
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  安本医院  ☎７３－０８２２〉

22 日㈮

23 日㈯
安下庄スーパー海の市

〈16:00 ～ 20:30　橘グリーンパーク横（安下庄 海の駅）〉

24 日㈰

休日在宅当番医 
〈9:00 ～ 17:00  野村医院  ☎７６－００１７〉

安下庄スーパー海の市
〈10:00 ～ 14:00　橘グリーンパーク横（安下庄 海の駅）〉

25 日㈪

26 日㈫

27 日㈬

28 日㈭ 育児相談〈10:00 ～ 11:30 大島文化センター〉

29 日㈮
サザン・セト大島少年サッカー大会

〈9:30 ～　町陸上競技場ほか　3/31 ㈰まで〉

30 日㈯

31 日㈰
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  安本医院  ☎７３－０８２２〉

4 月

1 日㈪

2 日㈫

3 日㈬ 特設人権相談所〈9：30 ～ 12：00   久賀総合センター〉

4 日㈭
認知症相談日〈9:00 ～ 16:00　日良居庁舎〉

【問合せ】地域包括支援センター  ☎７３‐５５０６

5 日㈮
こころの相談会〈10:00 ～ 12:00【要予約】〉

【申込先】健康増進課 健康づくり班 ☎７３－５５０４

6 日㈯

7 日㈰
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  山中クリニック  ☎７２－０１５２〉

8 日㈪
ちょび塩の日 PR 活動

〈11:00 ～ 13:00 セブンイレブン久賀店〉

9 日㈫

10 日㈬

11 日㈭

12 日㈮ 育児相談〈10:00 ～ 11:30  日良居庁舎〉

13 日㈯

14 日㈰
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  おげんきクリニック  ☎７４－２４９０〉

15 日㈪

16 日㈫ 育児相談〈10:00 ～ 11:30 久賀福祉センター〉

17 日㈬

18 日㈭

19 日㈮

20 日㈯

○健康相談などに関するお問い合わせ　
　健康増進課　☎０８２０（７３）５５０４
○妊娠・出産・子育てに関するお問い合わせ
　子育て世代包括支援センターＯｈａｎａ
　　　　　　　☎０８２０（７３）５５１１
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周防大島町交通事故発生状況 
（平成 31 年１月末現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

０ ０ ０

前年比

－２ ±０ －２

物損事故件数

２７ 前年比 －１

人の動き（３月１日現在）※増減は対前月比

人　口 １６，２１６人 （67 人減）

男（日本人） ７，４２３人

女（日本人） ８，７０１人

外国人 ９２人 （増減なし）

世帯数 ９，２１２戸 （38 戸減）

〈人口増減内訳：日本人〉
増：出生     4 人
　　転入  23 人  小計    27 人
減：死亡  32 人
　　転出  62 人  小計   94 人

　就職活動を継続されている今春卒業の新卒者・既卒
者の皆さん、ハローワークは、最後まで皆さんを応援
し続けます！就職活動の進め方について知りたいこと、
不安なこと、求人情報など、お気軽にお問い合わせく
ださい。

◆問い合わせ　ハローワーク柳井  学卒担当　
☎０８２０（２２）２６６１

未内定の新卒者・既卒者の皆さまへ  

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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　1/26 ㈯、1/27 ㈰の両日に兵庫県姫路市で開催されました「ニッポン全国鍋グランプ
リ 2019」におきまして、周防大島名物みかん鍋がおかげさまで審査員特別賞を受賞し
ました。（併せて栄えあるＪブランド鍋としても認定いただきました）
　これにより 2020 年 10 月に埼玉県和光市で開催予定のグランドチャンピオン大会へ
の出場権を獲得しました。
　大会当日はお客様の行列が途切れることなく、２日間でなんと 1,500 杯を売り上げ、
たくさんのお客様から「美味しい」のお言葉を頂戴しました。また、幾度となく「テ
レビで見たよ」「新聞で見たよ」と声を掛けていただき、更には嬉しいことに関西在住
の周防大島出身の方々が応援に駆けつけてくださいました。

　2006 年の誕生から 10 年は周防大島
の名物鍋として、2016 年からの 10 年
は山口県の名物鍋として、地域の皆さ
んに愛される鍋を目指して、これから
も周防大島鍋奉行会を中心にみかん鍋
の普及に努めていきたいと思います。

◆問い合わせ　
　周防大島観光協会　
　☎０８２０（７２）２１３４

ニッポン全国鍋グランプリ 2019 で審査員特別賞を受賞！

▲表彰式の様子

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。


